ふと 校庭 を 眺める と、 例の 学生が また 走って いた。 

「あの バカ はつい 今し がた ぶッ 倒れた の を 見た はず だ 

やゝ - 

力 」 

思わず カタ ズ をのんで 眺めた と 云って は 大ゲサ かも 

知れない が、 幻 を 見た かと 思った ので ある。 

つ い 今し がた —— それ はた ぶん 十分 もた たない よう 

な 気がする が、 その 学生 は ラスト スパ ー トを かけて 百 

五十 メ— トルぐ らい 全身の 力 を ふりしぼつ て 走った。 

その あげく ゴ— ルの 地点 を 一 足 こした とたんに フラっ 

き だして、 地の 中へ 頭からめ りこむ ように 猛烈な 勢で 

ぶッ 到れた はずな ので ある。 まさに 力 つきはてて 一滴 



ら ずに 本 を 読みつ づけて いる 学生が、 いかにも 人間と 

いう 高尚な また 尊厳な ものに 見えた ほど 適切 そのもの 

であった。 

牛 は 五 尺七寸 五分、 二十 三 貫 五 百の 体軀 があった。 

八 百メ — トル はこの 県の N 02 で、 二分 一秒 八の 記録 

を もち、 また 柔道 三 段であった。 一般に 両立し ない も 

のとされ ている 競走と 柔道 を 牛に 限って なんの 制約 も 

感じる ことがない ように やり こなして いた。 そして 頭 

の 悪い ことで も、 この 大学で は 指折り だ。 彼 は 非常に 

勤勉で、 努力家であった。 そして 了 $不 乱に 試験勉強 

も 怠らなかった が、 彼が 三年 かけて 為しと げた 成果 は、 



て 吹き まくって いるから 校舎 は 鳴動し、 スト— ブ にい 

くら 石炭 を ついでも、 一陣の 隙間風が 吹き通る と、 鋭 

い 刃物で 骨の シンまで 斬られた ような 痛み を 覚える。 

カラ ッ風 というの は 地域的に 毎日の ように 吹く 風で 

あるが、 その 最高潮に 達した ときには 秒速 二十 メ J r 

ルを こえ、 ちょ ッ とした 颱風と 同じぐ らいの 荒れ 方で 

腕の 太 さの 枝をポ キポキ 折って 吹きとば す。 今が その 

最高潮で あ つ た。 

「牛が ランニングシャツ 一 枚で 走って いるから、 人間 

も 外套 を 着れば 歩け るだろう」 

緒 方 はこう 眩いて 家路に ついた。 校庭 を ハスに 横切 



ると 半分 以下の ミチ ノリで わが 家に 達する。 

彼が 校庭に さしかかった とき、 牛が 再び ラス トス 

パ ） ^を かけて ゴ— ルに 達した ところであった。 骨 を 

ぬかれた のか 大きな 図体が ねじくれて よろ けながら ド 

サッと 大地に めりこんだ。 牛 は 土 を 吸って 身 もだえて 

いる。 

しかし、 緖方 がその 近くまで 達した ときには、 牛 は 

もう 起き 上 つていた。 どうやら 練習 は 終 つ たらしく、 

片手に は 着類 を だき、 片手に は カバ ンを ぶらさげ たと 

ころで あ つ た。 

いずこに 至 つ て 着類 を 身に つける ッ モリで あるかと 



光也 (牛の 名で ある) はハ— モニカ を ポケットに 入 

れて家 をで た。 

学友の 一人に ハ— モニカ を 吹きなら す 者が いて、 そ 

のえ も 云われぬ 快音に 光也 は ホレボ レと心 を 奪われた 

ので ある。 そこで 彼 は 手 ほどき を 乞うた。 病みつ いて 

一 一力 月になる が、 彼の 吹きなら す フシ ギな音 も 彼の 耳 

に は 音楽で あつたし、 自ら それ を 味 得する 幸福で この 

上 もな く 満足であった。 静かな 山林の 中で 自分の 音楽 

を 味うた めに 彼 は 家 をで たのであった。 

山林の 奥へ すすんで 行く と、 近所に 物音が きこえた。 

何気なく ふりむく と、 学生服の 男が 一 人 彼の 方 を 見て 



ところが 娘が 突然 叫んだ。 

r ゥソ だァ！ みんなが 逃げた の は 与 作が 来て くれた 

からだ。 そして、 お前 だけが 逃げ そこなつ たの だ」 

「それみ ろ」 

娘の 母親 は 彼の 胸 ぐら をつ かんだ。 

「往生際の 悪い 奴 だ。 さァ、 白状し ろ。 誰と 誰が いた 

か」 

そこで 光也 はつ まって しまった。 一た びつ まって し 

まう と、 もう 落 付き を 取り もどす こと は なかなか でき 

なくなる。 

あとの 四 人 は 分らない が、 見張りの 鶴に は 顔に 見覚 



ある。 父 は 朝の 握り飯と 水 を ぶらさげて、 拝殿の 扉の 

錠 を あけた。 すると、 扉の 隙間に 一通の 手紙が 差し こ 

まれて いるの を 発見した。 女の 筆蹟であった。 

「o • T は 悪い 女。 虚栄と 偽懣と 無恥。 全 女性の 敵と 

して 彼女 は 軽蔑され る。 私 は あなたの 潔白 を 信じ、 彼 

女に 怒リを 覚える」 

筆者の 署名はなかった。 

父 はこの 手紙の 意味 はだいたい 理解で きる ように 

思った。 o • T というの は 暴行 をう けた 娘であろう。 

筆者が 女で あると すれば、 夜陰に 乗じて これ を 届け 

じょ ラふ 

たに 相違ない が、 それ は 丈夫 もな しがたい ような 大胆 



神殿 暮 しにい つも 希望の 光であった。 

この 県の N ol は 小学校の 教員であった。 タイム は 

彼と 同じで ある。 彼 はき まった ように 胸の 厚さ だけ 負 

ける の だ。 そして、 そこまで 迫 まりながら、 胸の 厚さ 

を どうしても ちぢめる ことができなかった。 彼が キチ 

ガイ じみた ラスト スパ —„ ^の 練習に うちこんで いるの 

は、 その 胸の 厚さ を 抜く ためだ。 

彼 はこの N ol に 単に 好敵手と いう だけで はない 敵 

愾心 をいだ いていた。 それ はこの 男が 人に こう 語った 

こと を 知った からだ。 

「彼 は ドス ン ドス ンと地 響 をた てて 追つ てく るから、 



こえる のだった。 

N ol は跫音 もた てない ような 痩せた 優男であった 

女学生に 人気が あった。 そのために、 女学生 は 負けた 

彼 をから かった。 

「足跡 をなら して おきなよ」 

そんな ひどい こと を 云う 女学生が あった。 決勝点の 

附近の 柵に 腰かけて、 足 を宙に ブラ ブラ ふり 柿ゃパ ン 

を かじりながら ワイ ワイ 云つ てる女 学生 どもであった 

「ズ シ ンズ シ ンと 負けち や ッた わね」 

と 云って 彼の 方に わざと 拍手 を 送る 奴 もあった。 

ズシン ズシンと いう 地 響 はどうに もなら ないから、 
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